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１．損益計算書の状況 
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◆1-1 連結情報 

 売上高は、国内におけるオフィス家具販売が前年に続き好調に推移したことから、前年同期

比4.4％増の2,880億円となりました。利益面では、増収による売上総利益の増加及び経費増

加抑制による売上高販管費率の低下等により、営業利益は前年同期比32.4％増の64億円、

経常利益は円安による為替差益の増加により、前年同期比34.8％増の82億円、当期純利益

は特別損失の減少や法人税の実効税率の低下等により、前年同期比97.8％増の48億円とな

りました。 

（単位：百万円）

売 上 高 275,821 288,083 ＋12,262 ＋4.4%

売 上 総 利 益 89,219 93,408 ＋4,189 ＋4.7%

（率） (32.3%) (32.4%) (＋0.1p)

販売費及び一般管 理費 84,366 86,981 ＋2,615 ＋3.1%

（率） (30.6%) (30.2%) (△0.4p)

営 業 利 益 4,852 6,426 ＋1,574 ＋32.4%

（率） (1.8%) (2.2%) (＋0.5p)

経 常 利 益 6,142 8,276 ＋2,134 ＋34.8%

（率） (2.2%) (2.9%) (＋0.6p)

当 期 純 利 益 2,428 4,804 ＋2,376 ＋97.8%

（率） (0.9%) (1.7%) (＋0.8p)

（注）連結子会社24社・持分法適用関連会社１社
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◆1-2 売上高 

2 

１．損益計算書の状況 

 売上高は、国内におけるオフィス家具販売が前年に続き好調に推移したことから、前年同期
比4.4％増の2,880億円となりました。 

（単位：百万円） 

0 

～ ～ 

（単位：百万円）

21年12月期 22年12月期 23年12月期 24年12月期 25年12月期
前年差額

（前年率差）
増減率

266,725 261,873 260,004 275,821 288,083 ＋12,262 ＋4.4%

86,466 86,031 86,659 89,219 93,408 ＋4,189 ＋4.7%

(32.4%) (32.9%) (33.3%) (32.3%) (32.4%) (＋0.1p)

85,887 82,748 82,587 84,366 86,981 ＋2,615 ＋3.1%

(32.2%) (31.6%) (31.8%) (30.6%) (30.2%) (△0.4p)

579 3,282 4,072 4,852 6,426 ＋1,574 ＋32.4%

(0.2%) (1.3%) (1.6%) (1.8%) (2.2%) (＋0.5p)

1,009 3,324 4,098 6,142 8,276 ＋2,134 ＋34.8%

(0.4%) (1.3%) (1.6%) (2.2%) (2.9%) (＋0.6p)

595 815 △ 5,460 2,428 4,804 ＋2,376 ＋97.8%

(0.2%) (0.3%) (△2.1%) (0.9%) (1.7%) (＋0.8p)

（率）

売 上 高

売 上 総 利 益
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◆1-3 売上総利益 
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 売上総利益は、増収により前年同期比4.7％増の934億円となり、売上総利益率は32.4％とな
りました。 

１．損益計算書の状況 

（単位：百万円） 

（単位：百万円）

21年12月期 22年12月期 23年12月期 24年12月期 25年12月期
前年差額

（前年率差）
増減率

266,725 261,873 260,004 275,821 288,083 ＋12,262 ＋4.4%

86,466 86,031 86,659 89,219 93,408 ＋4,189 ＋4.7%

(32.4%) (32.9%) (33.3%) (32.3%) (32.4%) (＋0.1p)

85,887 82,748 82,587 84,366 86,981 ＋2,615 ＋3.1%

(32.2%) (31.6%) (31.8%) (30.6%) (30.2%) (△0.4p)

579 3,282 4,072 4,852 6,426 ＋1,574 ＋32.4%

(0.2%) (1.3%) (1.6%) (1.8%) (2.2%) (＋0.5p)

1,009 3,324 4,098 6,142 8,276 ＋2,134 ＋34.8%

(0.4%) (1.3%) (1.6%) (2.2%) (2.9%) (＋0.6p)

595 815 △ 5,460 2,428 4,804 ＋2,376 ＋97.8%

(0.2%) (0.3%) (△2.1%) (0.9%) (1.7%) (＋0.8p)
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◆1-4 販売費及び一般管理費 
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 販売費及び一般管理費は、前年同期比3.1％増の869億円となりましたが、経費増加抑制に
努めた結果、売上高販管費率は前年同期比0.4ポイント減の30.2％となりました。 

１．損益計算書の状況 

（単位：百万円） 

（単位：百万円）

21年12月期 22年12月期 23年12月期 24年12月期 25年12月期
前年差額

（前年率差）
増減率

266,725 261,873 260,004 275,821 288,083 ＋12,262 ＋4.4%

86,466 86,031 86,659 89,219 93,408 ＋4,189 ＋4.7%

(32.4%) (32.9%) (33.3%) (32.3%) (32.4%) (＋0.1p)

85,887 82,748 82,587 84,366 86,981 ＋2,615 ＋3.1%

(32.2%) (31.6%) (31.8%) (30.6%) (30.2%) (△0.4p)

579 3,282 4,072 4,852 6,426 ＋1,574 ＋32.4%

(0.2%) (1.3%) (1.6%) (1.8%) (2.2%) (＋0.5p)

1,009 3,324 4,098 6,142 8,276 ＋2,134 ＋34.8%

(0.4%) (1.3%) (1.6%) (2.2%) (2.9%) (＋0.6p)

595 815 △ 5,460 2,428 4,804 ＋2,376 ＋97.8%

(0.2%) (0.3%) (△2.1%) (0.9%) (1.7%) (＋0.8p)

（率）

売 上 高

売 上 総 利 益

販 売 費 及 び一 般管 理費

（率）

（率）

（率）

（率）

営 業 利 益

経 常 利 益

当 期 純 利 益
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◆1-5 営業利益及び経常利益 
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 営業利益は、増収による売上総利益の増加及び経費増加抑制による売上高販管費率の低下
等により、前年同期比32.4％増の64億円となりました。 
 経常利益は、円安による為替差益の増加により、前年同期比34.8％増の82億円となりました。 

１．損益計算書の状況 

（単位：百万円） 

（単位：百万円）

21年12月期 22年12月期 23年12月期 24年12月期 25年12月期
前年差額

（前年率差）
増減率

266,725 261,873 260,004 275,821 288,083 ＋12,262 ＋4.4%

86,466 86,031 86,659 89,219 93,408 ＋4,189 ＋4.7%

(32.4%) (32.9%) (33.3%) (32.3%) (32.4%) (＋0.1p)

85,887 82,748 82,587 84,366 86,981 ＋2,615 ＋3.1%

(32.2%) (31.6%) (31.8%) (30.6%) (30.2%) (△0.4p)

579 3,282 4,072 4,852 6,426 ＋1,574 ＋32.4%

(0.2%) (1.3%) (1.6%) (1.8%) (2.2%) (＋0.5p)

1,009 3,324 4,098 6,142 8,276 ＋2,134 ＋34.8%

(0.4%) (1.3%) (1.6%) (2.2%) (2.9%) (＋0.6p)

595 815 △ 5,460 2,428 4,804 ＋2,376 ＋97.8%

(0.2%) (0.3%) (△2.1%) (0.9%) (1.7%) (＋0.8p)

（率）

売 上 高

売 上 総 利 益

販 売 費 及 び一 般管 理費

（率）

（率）

（率）

（率）

営 業 利 益

経 常 利 益

当 期 純 利 益



595 815 
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0.9% 

1.7% 

△3.0% 

△2.0% 

△1.0% 

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

△ 6,000 

△ 4,000 

△ 2,000 

0

2,000

4,000

6,000

21年12月期 22年12月期 23年12月期 24年12月期 25年12月期 

当期純利益 売上高当期純利益率 

◆1-6 当期純利益 
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  ○特別利益・・・合計13億円 
     固定資産売却益 9億円、投資有価証券売却益 3億円 
  ○特別損失・・・合計18億円 
     減損損失 11億円（社員寮 7億円等） 

 当期純利益は特別損失の減少や法人税の実効税率の低下等により、前年同期比97.8％増
の48億円となりました。 

１．損益計算書の状況 

（単位：百万円） 

（単位：百万円）

21年12月期 22年12月期 23年12月期 24年12月期 25年12月期
前年差額

（前年率差）
増減率

1,009 3,324 4,098 6,142 8,276 ＋2,134 ＋34.8%

(0.4%) (1.3%) (1.6%) (2.2%) (2.9%) (＋0.6p)

＋1,444 △462 △7,888 △880 △455 ＋425 -

特 別 利 益 ＋3,020 ＋1,188 ＋1,187 ＋2,063 ＋1,380 △683 △33.1%

特 別 損 失 △ 1,576 △ 1,650 △ 9,075 △ 2,943 △ 1,835 ＋1,108 -

2,453 2,861 △ 3,789 5,262 7,821 ＋2,559 ＋48.6%

(0.9%) (1.1%) (△1.5%) (1.9%) (2.7%) (＋0.8p)

1,858 2,046 1,671 2,834 3,017 ＋183 ＋6.5%

595 815 △ 5,460 2,428 4,804 ＋2,376 ＋97.8%

(0.2%) (0.3%) (△2.1%) (0.9%) (1.7%) (＋0.8p)

特 別 損 益

経 常 利 益

当 期 純 利 益

（率）

（率）

（率）

法 人 税 等

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益



２．貸借対照表の状況 

資産の部 
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 借入金の返済や固定資産の売却による総資産圧縮の一方、有価証券の時価上昇により、
総資産は2,707億円となりました。 
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0 
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3,000 
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（単位：億円） 

△150 

2,707 

負債・純資産の部 

25年12月末 

（単位：億円） 

318 

655 

149 

83 

528 

374 

493 

△143 

1,317 

190 

158 

305 

426 

319 

自己株式 

現金及び 
現金同等物 

売上債権 

たな卸資産 

その他固定資産 

投資有価証券 

有形固定資産 

無形固定資産 

仕入債務 

有利子負債 

その他負債 

資本金 

資本剰余金 

利益剰余金 

評価差額など 

24年12月末 

2,584 

294 

678 

177 

59 

533 

356 

370 

114 

△143 

1,286 

190 

158 

260 

427 

365 

38 133 

105 

25年12月末 24年12月末 

差額 

＋122 

＋17 

△4 

＋24 

＋122 

△22 

△28 

差額 

△1 

△46 

＋45 

＋30 

＋95 

±0 

±0 

＋23 

△9 

±0 

主な増減要因 

主な増減要因 

当期純利益   ＋48 
配当金支払   △18 

営業キャッシュフロー ＋109 
借入金返済 △50 
配当金支払 △18 

有価証券時価上昇 ＋83 

有価証券時価上昇 ＋114 

ステーショナリー ＋15 
ファニチャー    ＋9 

借入金返済    △50 

土地の売却 △17 

※億円未満を切り捨てて表記しています。そのため合計が一致しない場合があります。 



３．キャッシュフロー・設備投資の状況 

（※） フリーキャッシュフロー＝営業キャッシュフロー＋投資キャッシュフロー 

8 

25年12月末 24年12月末 

△75 

△21 

＋109 

現預金 
356 

営業CF 

財務CF 

投資CF 

（単位：億円） 

□ 現預金の増減内訳 
      25年12月期 <１～12月> 

□ キャッシュフロー計算書 
     25年12月期 <１～12月> 

（単位：億円） 

フリーキャッシュフロー ＋87億円 

＋5 
その他 

＜25年12月期<１～12月>のキャッシュフローについて＞ 
・営業活動では、税金等調整前当期純利益78億円、減価償却費69億円、たな卸資産の増加 
 27億円、法人税等の支払額25億円等により、109億円の資金増となりました。 
 

・投資活動では、有形固定資産の売却31億円、設備投資の支出48億円等により、 
 21億円の資金減となりました。 
 

以上の結果、フリーキャッシュフロー（※）は87億円の資金増となりました。 
 

・財務活動では、長期借入金の返済50億円、配当金の支払18億円等により、 
 75億円の資金減となりました。 
 

・当期末の資金は374億円となり、期首から17億円増加しました。 

増加 
＋17 

（単位：億円） 

□ 設備投資・減価償却費の推移 

現預金 
374 

◆営業キャッシュフロー ＋109

税金等調整前当期純利益 ＋78

減価償却費 ＋69

減損損失 ＋11

債権債務の増減 ＋10

たな卸資産の増減 △27

法人税等の支払額 △25

その他 △8

◆投資キャッシュフロー △21

有形固定資産の売却 ＋31

投資有価証券の取得・売却 ＋8

設備投資額 △48

子会社株式の取得 △12

◆財務キャッシュフロー △75

長期借入金の返済 △50

配当金の支払 △18

その他 △6
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※億円未満を切り捨てて表記しています。そのため合計が一致しない場合があります。 



■配当について 

 ・利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

 ・１株当たり配当金 

４．株主還元 
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 通期：１５円 （中間期末 ７円５０銭、期末 ７円５０銭＜予定＞） 

  

利益配分に関する基本方針は、更なる株主重視の経営を目指し、従来の安定配当
に加えて連結業績を考慮し、配当性向20％以上を目処とした配当政策を実施してま
いります。 

当期におきましては、この方針を念頭におき、１株当たり15円（中間期末７円50銭、
期末７円50銭）を予定しております。また、次期の１株当たり配当金は15円（中間期
末７円50銭、期末７円50銭）を予定しております。 

内部留保資金につきましては、企業価値の向上に向けた今後の成長戦略への投資
に活用してまいります。 



５．事業セグメントの損益状況 
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◆5-1 ステーショナリー関連事業 

 売上高は、国内事業における減収が海外事業における増収を上回ったことにより前年同期
比2.2％減の901億円となりました。 
 営業利益は、上海工場の稼働率低迷による減益要因がありましたが、国内事業におけるコ
ストダウンの推進及び経費削減努力等により、前年同期比12.0％増の59億円となりました。 

売 上 高 営 業 利 益 
売上高営業利益率 

（単位：百万円） （単位：百万円） 

※24年12月期より「ステーショナリー関連事業」「ファニチャー関連事業」「通販・小売関連事業」の３セグメントにて開示して

おります。そのため、23年12月期以前の実績値は新セグメントに置き換えております。 

※売上高は、外部売上高と内部売上高を合算した数値を記載しております。 

※当連結会計年度より、受益負担を勘案した結果、連結子会社に対するグループ経営運営料を改定しております。これによ

り、当連結会計年度のステーショナリー関連事業の営業利益は、前連結会計年度と比べて、327百万円増加しております。 
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（単位：百万円）

22年12月期 23年12月期 24年12月期 25年12月期
前年差額

（前年率差）
増減率

売 上 高 91,225 86,879 92,122 90,115 △2,007 △2.2%

営 業 利 益 7,365 7,049 5,303 5,937 ＋634 ＋12.0%
（率） (8.1%) (8.1%) (5.8%) (6.6%) (＋0.8p)



５．事業セグメントの損益状況 
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◆5-2 ファニチャー関連事業 

 売上高は、国内事業の増収により前年同期比8.9％増の1,146億円となりました。 
 営業利益は、国内シェア拡大のための価格対応や海外事業の先行投資があったものの、国
内事業の大幅な増収や製販一体となった利益管理の強化により、前年同期比約15倍の15億
円となりました。 

※24年12月期より「ステーショナリー関連事業」「ファニチャー関連事業」「通販・小売関連事業」の３セグメントにて開示して

おります。そのため、23年12月期以前の実績値は新セグメントに置き換えております。 

※売上高は、外部売上高と内部売上高を合算した数値を記載しております。 

※当連結会計年度より、受益負担を勘案した結果、連結子会社に対するグループ経営運営料を改定しております。これによ

り、当連結会計年度のファニチャー関連事業の営業利益は、前連結会計年度と比べて、515百万円増加しております。 

売 上 高 営 業 利 益 
売上高営業利益率 

（単位：百万円） （単位：百万円） 
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（単位：百万円）

22年12月期 23年12月期 24年12月期 25年12月期
前年差額

（前年率差）
増減率

売 上 高 105,593 101,926 105,278 114,625 ＋9,347 ＋8.9%

営 業 利 益 △ 2,114 △ 1,558 102 1,592 ＋1,490 －
（率） (△2.0%) (△1.5%) (0.1%) (1.4%) (＋1.3p)



５．事業セグメントの損益状況 
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◆5-3 通販・小売関連事業 

 売上高は、カウネットとアクタスが好調であったことから、前年同期比3.9％増の1,105億円と
なりました。 
 営業利益は、グループ経営運営料の負担を今期から始めたことやアクタスの出店経費の増
加等により、前年同期比34.3％減の15億円となりました。 

※24年12月期より「ステーショナリー関連事業」「ファニチャー関連事業」「通販・小売関連事業」の３セグメントにて開示して

おります。そのため、23年12月期以前の実績値は新セグメントに置き換えております。 

※売上高は、外部売上高と内部売上高を合算した数値を記載しております。 

※当連結会計年度より、受益負担を勘案した結果、連結子会社に対するグループ経営運営料を改定しております。これによ

り、当連結会計年度の通販・小売関連事業の営業利益は、前連結会計年度と比べて、578百万円減少しております。 

売 上 高 営 業 利 益 
売上高営業利益率 

（単位：百万円） （単位：百万円） 

（単位：百万円）

22年12月期 23年12月期 24年12月期 25年12月期
前年差額

（前年率差）
増減率

売 上 高 99,425 100,764 106,425 110,531 ＋4,106 ＋3.9%

営 業 利 益 1,176 1,782 2,364 1,552 △812 △34.3%
（率） (1.2%) (1.8%) (2.2%) (1.4%) (△0.8p)
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６．26年12月期の見通し 

 次期の見通しに関しましては、売上高は2,890億円、営業利益は今後の市場シェア及び売
上拡大のための費用が増加するため、ほぼ横ばいの65億円を見込んでおります。また、経
常利益は円安の進行を見込んでいないため為替差益が減少し69億円、当期純利益は37億
円を見込んでおります。 
 なお、平成25年12月20日に当社の連結子会社であったオフィス用品の通販会社である
フォーレスト株式会社の株式を譲渡したため、次期の見通しの数値に同社の業績は含まれ
ておりません。 

◆6-1 連結業績の見通しについて 

※フォーレスト株式会社の株式譲渡に伴う次期の見通しに与える影響額は、売上高で約100億円、

営業利益で約１億円、それぞれ減少します。 

※この資料に記述されている予想数値は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき

作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
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第２四半期累計 (単位：百万円)

150,629 150,600 △29 △0.0%

ス テ ーシ ョナ リー 48,985 49,300 ＋315 ＋0.6%

フ ァ ニ チ ャ ー 60,766 62,350 ＋1,584 ＋2.6%

通 販 ・ 小 売 54,924 52,850 △2,074 △3.8%

調 整 額 △ 14,047 △ 13,900 ＋147 -

（率） 6,565 (4.4%) 6,000 (4.0%) △565 △0.4p △8.6%

ス テ ーシ ョナ リー （率） 4,579 (9.3%) 3,700 (7.5%) △879 △1.8p △19.2%

フ ァ ニ チ ャ ー （率） 2,399 (3.9%) 2,700 (4.3%) ＋301 ＋0.4p ＋12.5%

通 販 ・ 小 売 （率） 1,044 (1.9%) 1,000 (1.9%) △44 △0.0p △4.2%

調 整 額 △ 1,457 △ 1,400 ＋57 -

（率） 7,759 (5.2%) 6,500 (4.3%) △1,259 △0.8p △16.2%

（率） 4,477 (3.0%) 3,500 (2.3%) △977 △0.6p △21.8%

通　期 (単位：百万円)

288,083 289,000 ＋917 ＋0.3%

ス テ ーシ ョナ リー 90,115 91,400 ＋1,285 ＋1.4%

フ ァ ニ チ ャ ー 114,625 118,800 ＋4,175 ＋3.6%

通 販 ・ 小 売 110,531 106,400 △4,131 △3.7%

調 整 額 △ 27,189 △ 27,600 △411 -

（率） 6,426 (2.2%) 6,500 (2.2%) ＋74 ＋0.0p ＋1.1%

ス テ ーシ ョナ リー （率） 5,937 (6.6%) 5,300 (5.8%) △637 △0.8p △10.7%

フ ァ ニ チ ャ ー （率） 1,592 (1.4%) 2,500 (2.1%) ＋908 ＋0.7p ＋57.0%

通 販 ・ 小 売 （率） 1,552 (1.4%) 1,600 (1.5%) ＋48 ＋0.1p ＋3.0%

調 整 額 △ 2,656 △ 2,900 △244 -

（率） 8,276 (2.9%) 6,900 (2.4%) △1,376 △0.5p △16.6%

（率） 4,804 (1.7%) 3,700 (1.3%) △1,104 △0.4p △23.0%

25年12月期
第２四半期累計 実績

（６ヶ月）

26年12月期
第２四半期累計 予想

（６ヶ月）

25年12月期
通期 実績
（12ヶ月）

26年12月期
通期 予想
（12ヶ月）

四 半 期 純 利 益

経 常 利 益

売 上 高

前年差額 増減率前年率差

当 期 純 利 益

売 上 高

営 業 利 益

営 業 利 益

経 常 利 益

前年差額 増減率前年率差
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（予想） 

◆6-2 連結業績の推移 

（単位：百万円） （単位：百万円） 

（単位：百万円） （単位：百万円） 

■売上高 ■営業利益 売上高営業利益率 

■経常利益 売上高経常利益率 ■当期純利益 売上高当期純利益率 
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６．26年12月期の見通し  （ご参考） 
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◆6-3 セグメント別業績の推移 

＜ステーショナリー関連事業＞ ＜ファニチャー関連事業＞ ＜通販・小売関連事業＞ 

売上高            （単位：百万円） 

営業利益          （単位：百万円） 

売上高            （単位：百万円） 売上高            （単位：百万円） 

営業利益          （単位：百万円） 営業利益          （単位：百万円） 
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６．26年12月期の見通し  （ご参考） 

（単位：百万円）

24年12月期 25年12月期
26年12月期

（予想）
前年差額

（前年率差）
増減率

ステーショナリー

売 上 高 92,122 90,115 91,400 ＋1,285 ＋1.4%

営 業 利 益 5,303 5,937 5,300 △637 △10.7%

（率） (5.8%) (6.6%) (5.8%) (△0.8p)

ファニチャー

売 上 高 105,278 114,625 118,800 ＋4,175 ＋3.6%

営 業 利 益 102 1,592 2,500 ＋908 ＋57.0%

（率） (0.1%) (1.4%) (2.1%) (＋0.7p)

通販・小売

売 上 高 106,425 110,531 106,400 △4,131 △3.7%

営 業 利 益 2,364 1,552 1,600 ＋48 ＋3.0%

（率） (2.2%) (1.4%) (1.5%) (＋0.1p)
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 コクヨS＆T株式会社は、スッと引くだけで、はくり紙をはがす手間なく、ゴミが出ないローラー式
の「両面テープ＜ラクハリ＞」を、発売しました。 
 本体をスッと引くだけで、はくり紙を巻き取りながらテープを貼り付けるので、はくり紙をはがす
手間がなく、作業時にゴミも出ません。また、テープに切れ目が入っているので、ハサミなどで
テープを切る手間もありません。 

～はくり紙をはがす手間なく、ゴミが出ない～ 
ローラー式の｢両面テープ＜ラクハリ＞」が誕生 

 コクヨS＆T株式会社は、一般的な「10号針」を使ったステープラーでは業界最多の32枚とじ（※）

にリニューアルした「ステープラー＜パワーラッチキス＞（フラットタイプ）」を発売しました。 
 （※）平成25年10月：コクヨS＆T調べ。PPC用紙64g／㎡使用時の数値、再生紙の場合は若干少なくなることがあります。 

～「10号針」では業界最多のとじ枚数～ 
32枚とじの「ステープラー＜パワーラッチキス＞（フラットタイプ）」を発売 

 リニューアル発売した「パワーラッチキス」は、機構の見直しを行ったことにより、10号針を使っ
たステープラーとしては、業界最多の32枚までとじ枚数を増やしています。一般的な10号針のス
テープラーは20枚とじですが、本商品は通常の1.6倍の枚数をとじることができます。 
 価格やサイズ、「てこの原理」を応用した「軽とじ機構」は従来のままなので、普段使いのス
テープラーとして、枚数を気にせず一気に軽くとじたい方に最適です。  

 従来の両面テープでは、必要な長さに
テープを「切る」「貼る」、はくり紙を「剥が
す」「捨てる」という４アクションが必要で
したが、本商品であれば、本体を「引く」
という１アクションだけで貼り付けられる
ので、作業効率を向上させることができ
ます。加えて、詰め替え可能なので経済
的です。 
 ラインアップは用途にあわせて、厚紙
やプラスチック・金属板等をしっかり接着
できる「強力貼る」タイプ、ポスターや掲
示物など後からはがしたいものに最適な
「しっかり貼れてキレイにはがせる」タイ
プの２種類をご用意しました。  

写真：(前）両面テープ＜ラクハリ＞強力貼る （15mm幅） 
        （後）両面テープ＜ラクハリ＞しっかり貼れてキレイにはがせる  
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７．主なトピックス 



 コクヨ株式会社は、11月20日から22日の３日間、東京ショールームにおいて、当社のファニ

チャー商材を中心にした新製品が体感できる「2014コクヨ新製品フェア」を開催しました。 

 今回のフェアは、「Answer きっと見つかる。あなたに最適なオフィス。」をテーマに、当社が蓄

積してきた独自のソリューション力と、創業108年の歴史の中で培ってきたものづくり力とを融合

し、オフィスにおける課題を解決する「答え」の数々と、オフィス家具業界を牽引する工夫満載の

新製品を紹介しました。 

 当社が“働きやすい空間”と“使いやすい家具”を追求し、お客様へさらなる空間価値を提供し

ていくために、お客様が抱えるオフィスにおける課題の解決や目指す働き方の「答え」を用意し、

お客様にとって新しい価値となる「Answer」を提案しました。 

「2014 コクヨ新製品フェア」を開催 
テーマは『Answer きっと見つかる。あなたに最適なオフィス。』 

17 

 コクヨファニチャー株式会社は、インドネシアの首都ジャカルタに、オフィス家具内需の獲得を
目的としたショールームを開設しました。 

 インドネシアは、人口約2.4億人のASEAN最大の経済大国
であり、今後も高い成長が期待されています。開設した｢ジャ
カルタショールーム｣は、同地でハイエンドに位置するローカ
ル系・外資系企業を対象とした展示内容で、ターゲット顧客の
オフィススペースデザインを手掛けるインテリアデザイナーを
対象に、まずはブランド認知と商品理解を進めます。 
 ショールームのデザインは、層（レイヤー）をコンセプトに、
国内外のデザイン賞を獲得している｢上海フラッグシップ
ショールーム｣を踏襲し進化させています。インドネシアのワ
ヤン（影絵）を意識した陰影ある全体空間の中、透明なガラス
プレートの中に複数の小さな光が浮かんでいるかのような照
明の下、使いやすさと高いデザイン性の両立を目指した
「People＋Design」をコンセプトとした商品を展示しています。 
 今後、アジアで企画製造する商品を武器に、中国、シンガ
ポール、マレーシア、タイ、インドそしてインドネシアと、アジア
に幅広く張り巡らしたネットワークを駆使して、各国市場への
浸透を図っていきます。  

「ジャカルタショールーム」を開設 
～内需獲得に向けたコクヨブランド発信の拠点へ～ 

７．主なトピックス 


